
 

チャレンジ 

校長 荒井 宏之 

風雨の強い日もありましたが、あたたかな日が続き、休み時間には子どもたちが元気に活動する

姿が見られます。今年度最初の授業参観・懇談会では、たくさんの保護者の皆様に御来校いただき

ありがとうございました。 

１３０４名でスタートした今年度の始業式では、子どもたちに２つの話をしました。 

１つ目は、いろいろなことへチャレンジしようという内容で、「初めてのことや自信のないこと

にチャレンジすることは、誰でも勇気のいることです。失敗することが怖い時もあると思います。

しかし、チャレンジをしなければ何も変わりません。失敗しても構いません。うまくできなくても

構いません。チャレンジできたこと、勇気を持って一歩踏み出せたことが力となっていきます。」こ

のような話をしました。子どもたち個々にチャレンジする内容は異なると思います。他の人からす

ると小さな一歩かもしれませんが、その子にとってみると凄く勇気のいる一歩であることもありま

す。私たち教職員は、勇気を持って踏み出したことを認め、褒めることで次のチャレンジへ前向き

な気持ちが持てるようにしていきたいと考えています。保護者の皆様におかれましても子どもたち

のチャレンジを認め、お声がけいただけると幸いです。まだまだ力が伸び盛りの子どもたちには、

失敗を恐れずにいろいろなことにチャレンジしていってほしいと思います。 

２つ目は、感謝の心をもとうということです。 

「皆さんの生活は、いろいろな人に支えられています。家族、地域の方々、友達、先生。ぜひ、

自分の周りの方々に感謝の気持ちをもって生活をしていきましょう。」このような話をしました。

子どもたちにとっては、当たり前のように思えることも周囲の方々の協力があって成り立っている

ことが多々あります。例として挙げたのが、登下校の見守り活動です。見守りをしてくださってい

る方々は、時間を作って見守り活動をしてくださっています。子どもたちには、そのような御家庭

や地域の協力を知ることで感謝の気持ちをもつとともに、地域に愛着をもってほしいと思っていま

す。また、感謝の気持ちを表す一つの方法としてあいさつがあることも話しました。まずは、朝、

御家庭や地域の方々へ「おはようございます。」友達同士で「おはよう。」というあいさつが交わせ

るようになってほしいと願っています。 

間もなく、大型連休が始まります。各御家庭に置かれましては、お子さまの健康・安全に今一度、

御留意いただきますようお願いいたします。 

 

４月１６日と１８日に１年生を迎える会がありました。１年生が各フロア 

を巡回した際には、２~６年生の各クラスから歓迎の拍手が送られ、温かい 

雰囲気で会が進行しました。 

２年生からは、あさがおの種がプレゼントされました。 

 


